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電子機器・精密機器は、段ボールから発生する硫黄化合物(硫化水素等)の
影響により金属部が腐食してしまい、故障や変質等の不具合を起こします。

アウトガスの影響による腐食メカニズム

硫化水素等の硫黄化合物と反応しやすい金属は硫化物となり、導電性等の
金属特有の性質を失ってしまいます。
2Ag + H2S ➡ Ag2S + H2
Cu + H2S ➡ CuS +H2

段ボールから発生した硫黄化合物

段ボールの測定事例

段ボール箱
カットし、サンプリング
バックに入れ、
空気を封入

GC-FPDで測定

～定量下限値(ガス中濃度)～
硫化水素 1 ppb
硫化カルボニル 1 ppb
硫化メチル 0.5 ppb
メチルメルカプタン 0.5 ppb
二硫化ジメチル 0.5 ～ 1 ppb

硫化水素

硫化カルボニル 硫化水素

硫化カルボニル

GCクロマトグラム(全体) GCクロマトグラム(拡大)

硫化水素は、
微量でも腐食
発生の恐れあり

超高倍率濃縮
－GC-FPD

【ガス中濃度】
硫化水素 0.8 ppb
硫化カルボニル 12 ppb

段ボールから発生する硫黄化合物について、独自の高感度分析により、
製品トラブル防止のお手伝いをさせていただきます。


